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1女性部新年親睦会�

　　～部員、役職員との親睦を深めて～�
手つなぎの会 視察研修�
　　～介護福祉に対する想いを学んで～�

次
期
生
乳
安
定
生
産�

　
　
　
　
対
策
説
明
会�

〜
生
産
者
に
苦
汁
の
選
択
を
迫
る
〜�



道
酪
対
で
は
、
脱
粉
や
バ
タ
ー
の

過
剰
在
庫
、Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
行
方
等
、

今
後
の
生
乳
需
給
動
向
は
一
層
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
増
産
型
計
画
生
産
を
大
き
く
見

直
す
次
期
生
乳
安
定
生
産
対
策
を
決

定
し
た
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
計
根
別

農
協
で
は
本
対
策
の
理
解
を
求
め
る

説
明
会
と
聞
き
取
り
調
査
を
一
月
十

〜
十
一
、
十
四
日
の
三
日
間
に
わ
た

り
全
組
合
員
（
酪
農
家
）
を
対
象
に

実
施
し
た
。

説
明
会
に
は
、
組
合
員
約
百
二
十

名
が
出
席
。
開
会
を
告
げ
る
纐
纈
組

合
長
の
挨
拶
で
は
「
乳
製
品
の
伸
び

悩
み
で
減
産
も
止
む
を
得
な
い
。
し

か
し
、
一
律
減
産
に
よ
る
生
産
者
の

新
芽
を
潰
す
対
応
は
絶
対
に
避
け
た

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
タ
イ
プ
を
尊

重
し
、
他
に
流
さ
れ
る
こ
と
無
く
、

自
分
の
意
思
で
決
定
し
て
欲
し
い
」

と
話
さ
れ
た
。
説
明
会
に
移
る
と
生

産
販
売
事
業
部
谷
川
部
長
か
ら
本
対

策
の
主
旨
や
対
策
内
容
の
詳
細
に
わ

た
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

対
策
内
容
は
「
北
海
道
酪
農
基
盤

維
持
対
策
」
と
称
し
、
三
ヶ
年
の
期

間
を
設
け
、
全
道
目
標
数
量
を
現
時

点
の
需
給
見
透
し
か
ら
九
十
七
％
程

度
に
抑
え
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

目
標
数
量
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

生
産
者
の
拡
大
、
縮
小
志
向
を
尊
重

し
、
増
産
型
Ａ
タ
イ
プ
と
減
産
型
Ｂ

タ
イ
プ
に
分
け
て
取
り
進
め
ら
れ

る
。
出
席
者
か
ら
の
質
疑
で
は
「
目

標
数
量
の
ベ
ー
ス
と
な
る
前
年
実
績

（
十
一
〜
十
）は
、
そ
の
時
期
搾
れ
な

か
っ
た
生
産
者
に
は
不
利
に
な
る
」

「
府
県
で
の
生
産
調
整
に
対
す
る
取

り
組
み
状
況
は
？
」「
減
産
を
希
望

す
る
も
の
が
い
な
い
場
合
は
一
律
減

産
か
？
」「
売
れ
な
か
っ
た
も
の（
乳

製
品
な
ど
）
は
仕
方
な
い
が
、
今
後

は
販
売
力
を
強
化
し
て
欲
し
い
」
な

ど
生
産
者
か
ら
現
実
問
題
を
直
視
す

る
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
対
策
内
容
で
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
「
需
給
調
整
格
差
金
」
が
あ

り
、
増
産
を
選
択
し
た
生
産
者
か
ら

拠
出
金
を
徴
収
し
、
減
産
す
る
生
産

者
へ
支
払
わ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
が

講
じ
ら
れ
た
。
そ
の
格
差
金
四
円
／

㎏
（
実
質
手
取
り
二
・
九
二
円
）
を

ど
う
考
え
て
増
産
、
減
産
を
選
択
す

る
の
か
が
大
き
な
鍵
と
な
り
そ
う
で

す
。
い
ず
れ
を
選
択
し
て
も
所
得
の

減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な

り
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
苦
汁
の
選

択
を
迫
ら
れ
る
説
明
会
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
一
月
末
日
ま
で
に
全
生

産
者
の
意
向
を
確
認
し
、
農
協
や
全

道
で
の
調
整
が
図
ら
れ
ま
す
が
、
今

年
か
ら
続
く
「
北
海
道
酪
農
基
盤
維

持
対
策
」
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
今
こ
そ
地

域
の
結
束
力
を
高
め
、
こ
の
大
き
な

壁
に
立
ち
向
か
う
覚
悟
が
必
要
で
す
。

農
協
は
勿
論
の
こ
と
組
合
員
、
役
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
辛
く
厳

し
い
三
年
間
を
耐
え
抜
き
、
一
日
で

も
早
く
明
る
い
兆
し
が
差
す
こ
と
を

願
い
ま
す
。

生乳の需給動向は暗く、�
　　　　　　　  生産者に苦汁の選択�
生乳の需給動向は暗く、�
　　　　　　　  生産者に苦汁の選択�
生乳の需給動向は暗く、�
　　　　　　　  生産者に苦汁の選択�

次期生乳安定生産対策�

2

資料を片手に今後の対策に悩む生産者（別海）説明会で険しい表情の生産者（中標津） 次期対策に理解を求める
纐纈組合長



“会葬品（スティックシュガー・パウダーセット）”�

　北海道農協青年部協議会では、

乳製品の消費拡大を目的としてス

ティックパウダー入りシュガーセ

ット（会葬品）を考案した。現在

では、Ａコープ計根別店での取扱

商品として販売されており、乳製

品消費拡大の一助となることを期

待します。�

�
なぜクリープなのか？�

　パウダーにもいくつかの商品

がありますが、「どのパウダー

も同じじゃないか？」と思われ

ていませんか？実は、パウダー

の大半は原材料にコーンシロッ

プや植物性油脂などが使われて

います。しかし、クリープだけ

は乳製品が使用されているため

消費拡大になるのです。�

乳製品のご紹介�

昨
年
の
生
乳
需
給
状
況
は
、
飲
用

乳
の
消
費
低
迷
や
バ
タ
ー
、
脱
脂
粉

乳
の
過
剰
在
庫
を
抱
え
、
新
年
度
か

ら
の
生
乳
生
産
も
減
産
の
一
途
を
辿

る
結
果
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
青
年
部
と
し
て
は
、
こ
の

厳
し
い
現
実
を
酪
農
後
継
者
で
あ
る

部
員
、
特
に
若
い
世
代
に
十
分
な
理

解
を
求
め
、
今
後
の
酪
農
経
営
を
改

め
て
考
え
る
機
会
を
設
け
る
べ
く
、

一
月
二
十
六
日
農
協
第
二
会
議
室
に

て
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
を
ど
う
搾
る
？
」
と

題
し
た
勉
強
会
を
開
い
た
。

勉
強
会
は
、
計
根
別
、
西
竹
支
部

の
担
当
で
開
催
さ
れ
、
部
員
三
十
名

が
参
加
し
た
。
講
師
に
は
、
生
産
販

売
事
業
部
谷
川
部
長
を
招
き
、
乳
代

単
価
の
仕
組
み
や
用
途
別
販
売
乳
量

実
績
、
そ
し
て
勉
強
会
の
メ
イ
ン
と

な
る
次
期
生
乳
安
定
生
産
対
策
、
酪

農
飼
料
基
盤
拡
大
推
進
事
業
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
た
。

質
疑
応
答
に
移
る
と
「
タ
イ
プ
Ａ

を
選
択
し
た
場
合
、
十
八
年
度
実
績

が
翌
年
の
個
人
枠
と
な
る
の
か
」

「
目
標
数
量
設
定
に
あ
た
り
、
昨
年

だ
け
実
績
を
落
と
し
た
酪
農
家
は
厳

し
い
。
過
年
度
の
平
均
な
ど
も
考
慮

し
て
欲
し
か
っ
た
」「
酪
農
後
継
者

の
生
産
意
欲
を
欠
く
こ
と
だ
け
は
避

け
た
い
。
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
含
め
た

農
協
の
対
応
を
期
待
す
る
」
と
の
切

実
な
思
い
が
伝
え
ら
れ
、
厳
し
い
現

状
と
そ
の
対
応
策
を
学
ぶ
貴
重
な
勉

強
会
と
な
っ
た
。

後継者の生産意欲を欠くことなく、今後の対応に期待�後継者の生産意欲を欠くことなく、今後の対応に期待�
JA計根別 青年部�
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勉強会を担当した計根別、西竹支部
代表者 岡部支部長の開会挨拶

生産販売事業部 谷川部長が
事業内容を説明



年部　　　版�

北 村 　篤（本別支部）�
S40.9.23生  40歳�

Ｑ１．あなたの趣味は？�
Ａ１．パチスロ（吉宗）�
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？�
Ａ２．タイヤショベルZでもこの冬に脱線したとか？�
Ｑ３．好みの芸能人は？�
Ａ３．ＡＩＫＯ（コンサートに行きて～Z）�
Ｑ４．将来の目標は？�
Ａ４．のほほ～んとした酪農経営�
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？�
Ａ５．壮（たけし）と亘（わたる）の兄弟経営�
Ｑ６．友達を紹介してください�
Ａ６．佐藤広光さんです。�
Ｑ７．なぜ佐藤くんを選んだのですか？�
Ａ７．私の良き？先輩であり、この機会が最後だと思うから…�

青
年
部
で
は
、
本
年
度
も
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
や
チ
ー
ズ
が
各
家
庭

の
食
卓
に
並
ぶ
こ
と
を
願
っ
た
普
及
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
青
年
部
・
女
性
部
が
合
同
で
開
催
し
て
い
る
チ

ー
ズ
研
修
会
も
本
年
で
十
六
年
目
を
迎
え
、
青
年
部
員
（
若
年
層
）
や
女
性
部

員
を
メ
イ
ン
に
、
チ
ー
ズ
作
り
体
験
を
通
じ
て
乳
製
品
の
普
及
を
呼
び
掛
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
で
は
、
こ
の
「
手
作
り
ゴ
ー

ダ
チ
ー
ズ
」
も
組
合
員
の
皆
様
か
ら

好
評
を
得
て
お
り
、
皆
様
の
ご
要
望

に
応
え
る
べ
く
、
三
月
上
旬
を
目
途

に
と
り
ま
と
め
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
チ
ー
ズ
の
数
量
に
は
限
り

が
あ
り
、
組
合
員
さ
ん
限
定
で
の
実

施
と
な
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
願

い
ま
す
。

（
注
）チ
ー
ズ
の
お
申
し
込
み
は
、
三

月
に
ご
案
内
す
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後

と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
お
申

し
込
み
は
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

手作りゴーダチーズを３月に提供 ＪＡ計根別青年部、女性部
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2時間にも及ぶ撹拌作業は〝根気〟が重要

チーズを容器に詰めたら機械でプレス チーズを整え最終段階に…



　今月の逸品館は、この季節だからこそという逸品“スノーモービル”の紹介です。�
　また、このたびの取材に協力して頂いたのは、スノーモービルを通じて地域の仲間が集い、冬の
モータースポーツを楽しむ“チーム黄昏”のメンバーです。メンバー自慢のスノーモービルは、そ
れぞれが個性を持ち、その用途に合わせたチューニングによりモービルのポテンシャルが最大限に
活かされています。さらに、モービルのメンテナンスから修理までメンバー全員が協力して行うな
どの徹底ぶり、モービルに対する愛着も想像以上のものでした。�
　メンバーは「年齢を問わず、地元のみんなでモービルを楽しみ、時には焼肉で親睦を深めること
もあり、これからも大切にしていきたい」と話していました。�
これからも事故と怪我だけには十分注意され、スノーモービルと仲間を大切に北海道ならではのモ
ータースポーツを楽しんでください。�
�
　忙しい時期にも関わらず取材にご協力して頂き、本当にありがとうございました。�
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部員や役職員との�
親睦を深めた新年親睦会�
～ＪＡ計根別女性部新年親睦会～�

祝杯：有原理事�

来賓代表挨拶：斉藤代表監事�

開会挨拶：中垣副会長�

新年も女性部の活躍を期待して〝乾杯〟�

青葉 VS フレッシュZ勝敗は？� 〝尻相撲〟が始まると各テーブルの視線も集中Z
見事に優勝Z�

  水沼和子さん（大成）�
惜しくも準優勝Z�

  笹島育子さん（大成）�

　
女
性
部
で
は
、
部
員
間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
一
月
二
十
日
農
協
二
Ｆ
会
議
室

に
て
毎
年
恒
例
と
な
る
新
年
親
睦
会
を
開
い
た
。�

　
親
睦
会
に
は
、
部
員
三
十
三
名
、
農
協
役
職
員

六
名
が
参
加
。
開
会
を
告
げ
る
中
垣
副
部
長
の
挨

拶
で
は
「
本
年
よ
り
生
産
調
整
も
行
わ
れ
、
厳
し
い
情
勢
が
続
き
ま
す

が
、
経
費
や
生
活
費
の
見
直
し
を
行
い
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
話
さ
れ

た
。
来
賓
代
表
と
し
て
斉
藤
代
表
監
事
か
ら
は
「
女
性
部
も
努
力
と
工

夫
を
重
ね
、
消
費
拡
大
事
業
の
原
動
力
と
な
っ
て
欲
し
い
」
と
新
年
度

に
期
待
を
込
め
た
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。�

　
ま
た
、
有
原
理
事
の
乾
杯
に
よ
り
会
食
の
時

間
を
迎
え
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
料
理
と
会
話
を

楽
し
ん
だ
。会
食
後
は
部
員
に
よ
る
”尻
相
撲
“�

が
企
画
さ
れ
、
参
加
者
の
熾
烈
な
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
結
果
は
、
水
沼
和
子
さ
ん
（
大

成
）
が
優
勝
、
準
優
勝
は
笹
島
育
子
さ
ん
（
大

成
）
と
な
り
、
大
成
地
区
が
上
位
を
独
占
し
た
。�

　
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
会
話
や
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
だ
新
年
親
睦
会
。
部
員
や
農
協
役
職
員

と
の
親
睦
を
深
め
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。�
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手
つ
な
ぎ
の
会
で
は
、
近
隣
で
活
躍
す

る
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
内
容
を
学
ぼ
う

と
、
一
月
二
十
七
日
会
員
十
名
で
西
春
別

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
す
ず
ら
ん
」
を
訪
問
し

た
。す

ず
ら
ん
は
、代
表
の
赤
石
さ
ん
が「
介

護
福
祉
を
地
域
に
根
ざ
し
た
い
」
と
い
う

一
心
で
、
自
ら
の
住
宅
を
提
供
、
昨
年
十

二
月
に
開
所
さ
れ
た
。

活
動
状
況
は
、
地
域
の
人
々
を
対
象
に

「
み
ん
な
で
と
に
か
く
笑
お
う
」と
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
介
護
会
員
か
ら
も
「
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
が
と
て
も
良
い
で
す

よ
」
と
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
こ
こ
で
の
問
題
点
は
ヘ
ル
パ
ー
不

足
。
人
材
の
育
成
、
確
保
が
当
面
の
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
日
の
施
設
利
用
者
は
二
名
。
利
用

者
は
「
人
が
集
ま
る
と
何
箇
所
に
も
分
か

れ
て
、
花
札
、
カ
ラ
オ
ケ
、
百
人
一
首
な

ど
を
楽
し
み
、
と
て
も
賑
や
か
だ
よ
」
と

話
し
、
施
設
に
通
う
こ
と
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
た
び
の
視
察
で
は
、
高

齢
者
が
集
い
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
地
域

の
介
護
福
祉
に
対
す
る
想
い
を
学
び
、
手

つ
な
ぎ
の
会
の
今
後
の
取
り
組
み
に
活
か

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

介
護
福
祉
に
対
す
る
想
い
を
学
ぶ�
介
護
福
祉
に
対
す
る
想
い
を
学
ぶ�

手
つ
な
ぎ
の
会 

視
察
研
修�

�
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熱心に説明を聞く手つなぎの会員 施設や活動内容を話して頂いた横尾奈津子さん（所長）



【
九
月
九
日
】

十
九
時
三
〇
分
成
田
空
港
第
一
エ

ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
合
。
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
し
た
後
、
特
別
会
議
室
に
て
結

団
式
。
二
十
一
時
五
十
五
分
発
パ
リ

行
の
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
機
で
出
発
と

な
っ
た
。

【
九
月
十
日
】

四
時
三
〇
分
、
十
三
時
間
余
り
の

フ
ラ
イ
ト
を
終
え
パ
リ
・
シ
ャ
ル
ル

ド
ゴ
ー
ル
空
港
に
到
着
。
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
出
て
一
服
後
、
乗
り
継
ぎ
の
た

め
に
再
度
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
七
時
三

十
分
発
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
行
の
エ
ー
ル

フ
ラ
ン
ス
機
で
出
発
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
は
九
時
三
〇
分

に
到
着
。
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
イ
ン

タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
へ
と
向
か
っ
た
。
移

動
途
中
に
バ
ス
運
転
手
の
計
ら
い
で

古
都
・
ル
ツ
ェ
ル
ン
に
立
ち
寄
っ
た
。

僅
か
な
時
間
で
し
た
が
、
湖
畔
を
散

策
。
中
心
街
で
は
土
曜
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
市
が
開
か
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
再
び
バ
ス
に
乗
車
。
山

道
を
走
り
、
夕
方
に
は
宿
泊
先
の
メ

ト
ロ
ポ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ラ
ー
ケ
ン
に
到
着
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
て
か
ら
部
屋
で
一
休
み
。
近
所
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を
と
っ
た
。
こ

の
日
の
天
候
は
一
日
を
通
じ
て
さ
っ

ぱ
り
し
な
か
っ
た
。

【
九
月
十
一
日
】

七
時
三
〇
分
ホ
テ
ル
を
出
発
。
雨

の
中
バ
ス
で
視
察
先
の
山
岳
地
帯
に

あ
る
チ
ー
ズ
小
屋
へ
と
向
か
っ
た
。

九
時
〇
〇
分
、
オ
ッ
ト
ー
・
ボ
ー

レ
ン
氏
が
経
営
す
る
チ
ー
ズ
小
屋
に

到
着
。
手
作
り
の
エ
メ
ン
タ
ー
ル
チ

ー
ズ
作
り
の
実
演
を
見
学
。
こ
こ
で

は
、
ド
イ
ツ
人
と
国
際
結
婚
を
し
た

日
本
人
女
性
の
大
竹
さ
と
み
さ
ん

（
群
馬
県
水
上
温
泉
出
身
）
が
日
本

語
で
説
明
。
ご
主
人
も
大
学
院
生
で

日
本
語
を
話
し
た
。

チ
ー
ズ
作
り
は
、
前
日
の
晩
に
搾

っ
た
生
乳
と
朝
搾
ら
れ
た
生
乳
で
あ

り
、
一
日
約
二
五
〇
r
の
生
乳
か
ら

一
個
一
〇
㎏
ほ
ど
の
チ
ー
ズ
を
二
個

作
る
。
チ
ー
ズ
は
市
場
に
出
回
る
こ

と
は
な
く
、
全
て
受
注
分
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
価
格
は
一
㎏
二
十
二
〜
二

十
三
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
（
約
二
千
円
）

で
販
売
。
年
間
生
産
量
は
約
三
〇
〇

個
で
あ
り
、
チ
ー
ズ
小
屋
は
全
部
で

四
箇
所
。
今
年
は
、
そ
の
小
屋
を
七

回
移
動
し
た
。
説
明
を
聞
い
た
後
、

チ
ー
ズ
を
保
存
す
る
小
屋
も
見
学
、

そ
の
ま
ま
登
山
電
車
に
乗
る
た
め
グ

リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
駅
に
向
か
っ
た
。

十
時
三
十
二
分
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル

ト
発
の
登
山
電
車
に
乗
っ
た
。
車
窓

か
ら
山
岳
酪
農
を
見
学
し
な
が
ら
ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
へ
。
し
か
し
、

雨
の
た
め
視
界
も
悪
く
、
景
色
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
乗
車

途
中
、
二
回
ほ
ど
電
車
を
降
り
て
展

第
三
十
九
回
�

全
酪
協
会
�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
酪
農
�

視
察
ツ
ア
ー
�

総務企画部 営農課 営農相談係�

主査　川　目　　剛�
�

スイス 美しい中世都市「ルツェルン」「フィヤーヴァトルシュテッター湖」前にて

スイス スイスアルプス「グロスシャイデッグ」村の
チーズ小屋へ向かう途中にて

スイス ユングフラウヨッホへの電車の始発駅、
「グリンデルワルド」村のメインストリート

（長野県の安曇村と姉妹都市です）
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望
ス
ペ
ー
ス
に
足
を
運
ん
だ
が
、
残

念
な
が
ら
こ
こ
で
も
ガ
ス
に
視
界
を

遮
ら
れ
た
。

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
到
着
後
、

一
時
間
余
り
時
間
を
と
っ
た
が
、
標

高
三
、
五
〇
〇
ｍ
と
高
い
所
に
あ
る

た
め
酸
素
が
薄
く
、息
切
れ
を
し
た
。

電
車
で
下
山
途
中
も
、
酸
素
が
薄
く

一
団
の
顔
に
疲
労
の
色
が
現
れ
た
。

そ
の
後
、
ク
ラ
イ
ネ
シ
ャ
イ
デ
ッ
ク

駅
周
辺
を
散
策
し
、
再
び
電
車
で
イ

ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
ま
で
下
山
と
な
っ

た
。夕

方
、
カ
ジ
ノ
の
隣
に
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
民
俗
音
楽
を
聴
き
な
が
ら

名
物
の
ミ
ー
ト
フ
ォ
ン
ド
ュ
を
食
べ

た
。

【
九
月
十
二
日
】

こ
の
日
は
、
早
朝
六
時
に
出
発
と

な
っ
た
が
今
日
も
雨
。
ホ
テ
ル
で
手

配
し
た
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
、
往
路

と
は
別
の
ル
ー
ト
に
よ
り
バ
ス
で
チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
空
港
へ
と
向
か
っ
た
。

ほ
ぼ
全
域
高
速
道
路
を
走
り
、
八
時

三
〇
分
空
港
に
到
着
。
十
時
二
〇
分

発
の
オ
ラ
ン
ダ
航
空
で
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
へ
。

十
二
時
二
〇
分
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ス

キ
ポ
ー
ル
空
港
へ
到
着
。
バ
ス
か
ら

風
車
を
見
学
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
や
や
遅
め
の
昼

食
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
国
立
博
物

館
を
見
学
し
、
空
港
近
く
の
ド
リ
ン

ト
ソ
フ
ィ
テ
ル
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト

に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
夕
食
後
、
タ
ク

シ
ー
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
を
見

学
し
た
。

【
九
月
十
三
日
】

七
時
三
〇
分
、
バ
ス
で
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
の
東
へ
五
〇
㎞
ほ
ど
離
れ
た

レ
リ
ー
ス
タ
ッ
ド
市
郊
外
の
畜
産
調

査
研
究
所（
ワ
イ
ボ
ア
フ
ー
ベ
農
場
）

へ
向
け
て
出
発
。
九
時
か
ら
同
農
場

の
ベ
ツ
ィ
ー
・
ス
ラ
ッ
グ
ハ
ウ
ス
氏

に
よ
る
生
産
段
階
に
お
け
る
衛
生
管

理
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
パ
ウ
ル
・
ス
ネ
イ
ダ
ー
氏
に

実
験
農
場
を
案
内
し
て
頂
き
、
ロ
ー

コ
ス
ト
農
場
、
ハ
イ
テ
ク
農
場
な
ど

を
見
学
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
糞
尿
処

理
（
散
布
）
は
、
十
年
前
ま
で
一
〇

ａ
当
り
二
十
三
㎏
ま
で
の
窒
素
量
だ

っ
た
が
、
ユ
ー
ロ
の
規
制
に
よ
り
、

現
在
は
十
三
㎏
ま
で
に
規
制
さ
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
、
散
布
時
期
や
散
布

方
法
も
規
制
さ
れ
、
実
際
の
ス
ラ
リ

ー
散
布
も
タ
ン
カ
ー
か
ら
ホ
ー
ス
を

通
じ
て
草
地
の
表
面
に
流
し
て
い
く

と
い
う
手
法
で
あ
り
、
ス
ラ
リ
ー
の

拡
散
を
抑
え
、
臭
気
対
策
も
徹
底
さ

れ
て
い
た
。

十
五
時
、
ブ
ロ
ク
ラ
ン
ド
牧
場
に

到
着
。
こ
こ
で
は
、
経
営
主
の
ピ
ー

ト
氏
は
不
在
だ
っ
た
が
、
奥
さ
ん

（
ヨ
ー
ク
さ
ん
）
が
対
応
。
同
牧
場

は
一
九
七
四
年
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
か
ら

レ
リ
ー
ス
タ
ッ
ド
に
入
植
。
干
拓
地

で
総
面
積
六
〇
ha
、
奥
行
き
一
㎞
、

幅
六
〇
〇
ｍ
の
広
大
な
草
地
で
作
物

が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
タ
マ
ネ
ギ
や

オランダ「アムステルダム」中央駅
東京駅のモデルとも言われて？いますが
真偽のほどはさだかではありません。

オランダ「ワイボアフーベ実験農場」にて

オランダ「ワイボアフーベ」実験農場の牛舎
オランダ「ワイボアフーベ実験農場」にて「搾乳時の衛生管理」に
ついて講義を受けました（講師はベツィー・スラッグハウス氏）

オランダ 訪問した「レリースタッド」
近郊の酪農家「ヴァンブロクランド」さん

9



ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
作
ら
れ
て
い
た
。
乳

牛
は
一
〇
〇
頭
、
子
牛
八
〇
頭
、
養

豚
九
六
〇
頭
を
飼
養
。牛
舎
施
設
は
、

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
、
ミ
ル
キ
ン
グ
パ

ー
ラ
ー（
一
〇
頭
Ｗ
）。
さ
ら
に
、
当

牧
場
で
は
チ
ー
ズ
工
房
を
併
設
し
て

お
り
、
五
〇
〇
ｔ
〜
六
〇
〇
ｔ
を
チ

ー
ズ
、
残
り
三
〇
〇
ｔ
程
度
を
乳
業

メ
ー
カ
ー
に
出
荷
し
て
い
た
。ま
た
、

チ
ー
ズ
作
り
で
生
産
さ
れ
る
ホ
エ
ー

も
豚
の
エ
サ
に
転
用
し
て
い
た
。
ゴ

ー
ダ
チ
ー
ズ
は
一
個
十
六
〜
二
〇

㎏
。
一
㎏
あ
た
り
四
ユ
ー
ロ
（
約
五

六
〇
円
）で
組
合
に
出
荷
し
て
い
た
。

【
九
月
十
四
日
】

ホ
テ
ル
を
七
時
に
出
発
。
九
時
三

十
五
分
発
の
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
機
に

て
パ
リ
に
向
か
っ
た
。
到
着
後
は
、

バ
ス
で
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
観
光
後
、

パ
リ
・
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
て
昼
食
。
午
後
か
ら
バ
ス
で

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
駅
に
向
か
い
、
十
五

時
五
分
発
の
フ
ラ
ン
ス
の
新
幹
線
Ｔ

Ｇ
Ｖ
で
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
レ
ン

ヌ
へ
。
十
七
時
過
ぎ
、
レ
ン
ヌ
駅
か

ら
バ
ス
で
七
〇
㎞
ほ
ど
離
れ
た
サ
ン

マ
ロ
に
向
か
っ
た
。
十
九
時
に
ホ
テ

ル
オ
セ
ア
ニ
ア
サ
ン
マ
ロ
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
。
歩
い
て
城
壁
の
中
に
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
と
な
っ
た
。

【
九
月
十
五
日
】

八
時
、
バ
ス
に
て
り
レ
ン
ヌ
で
開

催
中
の
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
共
進

会
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
０
０
５
会
場
へ
。

シ
ョ
ー
会
場
や
牛
舎
、
機
械
展
示
な

ど
を
視
察
。
昼
食
は
、
事
務
局
の
取

り
計
ら
い
で
フ
ラ
ン
ス
の
農
協
連
合

会
会
長
の
招
待
を
う
け
た
。そ
の
後
、

再
度
会
場
内
を
視
察
し
、
十
四
時
三

〇
分
、
会
場
を
後
に
し
た
。

十
五
時
、
乳
業
プ
ラ
ン
ト
を
持
つ

農
協
（
コ
ラ
リ
ス
）
を
訪
問
。
時
間

に
制
約
が
あ
り
工
場
視
察
は
出
来
な

か
っ
た
が
、
代
表
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ゴ

ー
テ
ィ
エ
氏
に
農
協
の
概
要
や
酪

農
・
乳
業
情
勢
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
た
。
十
六
時
過
ぎ
に
は
出
発
し
、

バ
ス
で
農
場
視
察
へ
。

十
六
時
三
〇
分
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ

地
方
の
酪
農
家
、
ア
ラ
ン
・
オ
リ
バ

ー
・
グ
ロ
セ
ッ
ト
農
場
を
訪
問
。
同

農
場
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
七
〇
頭

（
一
頭
平
均
乳
量
八
、五
〇
〇
㎏
）と

養
豚
を
飼
養
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方

で
は
平
均
的
な
飼
養
規
模
で
あ
り
、

養
豚
・
養
鶏
と
の
複
合
経
営
も
こ
の

地
方
で
は
一
般
的
だ
っ
た
。
昼
は
放

牧
、
夜
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で

の
舎
飼
い
。
ス
ト
ー
ル
は
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
て
い
た
。
生

産
者
手
取
り
乳
価
は
三
〇
ユ
ー
ロ

（
約
四
十
二
円
）。
し
か
し
、
グ
ロ
セ

ッ
ト
氏
は
「
乳
価
は
下
が
る
一
方
だ

が
、
世
界
相
場
が
あ
る
た
め
、
そ
れ

オランダ「ヴァン ブロクランド」さんの農場の牛

フランスヨーロッパ最大の酪農業ショー「レンヌ」の
「SPACE2005」会場にて

フランス「SPACE2005」会場での展示機械

フランス「ブルターニュ」地方レンヌ近郊の
「コラリス」酪農業協同組合を訪問

ここでは「アグリ レ」のブランドで牛乳を販売
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に
対
抗
で
き
る
価
格
で
生
乳
を
供
給

し
な
け
れ
ば
酪
農
経
営
は
成
り
立
た

な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。
ま
た
、「
量
よ
り
も
生
産
コ

ス
ト
を
低
く
抑
え
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
い
る
。
衛
生
管
理
も
し
っ
か

り
実
施
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

話
し
た
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
は
、

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
が
全
体
の
七
〇
％

を
占
め
て
お
り
、放
牧
も
し
て
い
た
。

【
九
月
十
六
日
】

こ
の
日
は
強
い
風
と
雨
。
ホ
テ
ル

を
九
時
に
出
発
し
、
バ
ス
で
モ
ン
サ

ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
修
道
院
へ
。
到
着
す

る
と
雨
は
上
が
っ
て
い
た
が
、
気
温

は
低
め
だ
っ
た
。修
道
院
観
光
後
は
、

バ
ス
で
レ
ン
ヌ
へ
と
向
か
い
、
そ
の

途
中
で
時
間
が
あ
っ
た
た
め
、
裁
判

所
の
庭
園
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

十
六
時
、
レ
ン
ヌ
か
ら
Ｔ
Ｇ
Ｖ
で

パ
リ
へ
移
動
。
十
八
時
三
〇
分
に
パ

リ
に
到
着
し
、
バ
ス
で
ホ
リ
デ
ー
イ

ン
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

【
九
月
十
七
日
】

ホ
テ
ル
を
九
時
に
出
発
。
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
を

見
学
。
昼
食
も
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
済
ま
せ
、
三
越
で
の
買
い
物
と
な

っ
た
。
そ
れ
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ラ

フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
デ
パ
ー
ト
の
食
料
品

や
牛
乳
・
乳
製
品
売
り
場
に
行
っ

た
。
夕
方
ま
で
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
、

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
な
ど
を
バ
ス
の

車
窓
か
ら
見
学
し
た
。

【
九
月
十
八
日
】

九
時
四
十
五
分
に
出
発
。
シ
ャ
ル

ル
ド
ゴ
ー
ル
空
港
ま
で
バ
ス
で
移

動
。
税
関
手
続
き
な
ど
を
済
ま
せ
、

十
三
時
十
五
分
発
の
エ
ー
ル
フ
ラ
ン

ス
機
で
空
路
成
田
へ
。

十
九
日
に
は
、
十
一
時
間
三
〇
分

の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え
、
無
事
成
田
に

到
着
、
解
散
と
な
っ
た
。

フランス 酪農の中心「レンヌ」市裁判所前にて

フランス 海岸から2㎞に立つ修道院「モンサンミッシェル」を遠くに望む

フランス「パリ」市内 ナポレオンの戴冠式の行われた
「ノートルダム」寺院の前にて

フランス「パリ」市内 作家「ルソー」、
「ヴィクトルユーゴー」が埋葬されている

「パンテオン」

フランス「パリ」最終日「シャルルドゴール空港」
ゲートにて日本行きのフライトを待ちます。

11



繁殖管理の再点検

生産出荷調整に向けて、効率的な酪農経営を行い、所得向上を図る必要があります。繁殖管理は１頭当
たり生産効率を向上させるために欠かせないものです。我が家の繁殖管理はうまくいっているか、もう一
度確認してみませんか？

１．繁殖管理の状況をチェックしましょう
①分娩間隔（空胎日数）は適正範囲か？
生乳生産において、最も効率のよい分娩間隔は、

11～13か月（335～395日）、すなわち空胎日数55
日～115日の間にあると言われ、これを過ぎるほ
ど経営へ悪影響を及ぼします。
②初回授精開始は50～60日か？
③授精回数３回以上の割合は増えていないか？
④「授精報告」の分娩後日数100日以上の頭数
は増えていないか？
⑤「個体累計成績」の「長未授」（長期未授精牛＝
分娩後100日以上受精報告なし）はいないか？

２．確実な授精を行うために
①授精後の再発情のチェックと、妊娠鑑定を必ず
行う
授精が成功したか把握すれば、その後の対策を

より早く行えます。また乾乳時期を確定でき、よ
りよい乾乳牛管理を行うことで次の繁殖にも有効
です。
②記録を取り、見やすく管理する
繁殖状況を常に把握しておくには、分娩、授精、

妊娠鑑定など、こまめに記録を取ることが必要で
す。また見やすいところに置いておくことで、家
族だけでなく授精師さんや獣医さんにも繁殖状況
を伝えられます。

３．分娩後の牛群の栄養状態をチェック
①分娩後「50日～」でピークがあるか？
②乳量の低すぎる牛がいないか？期待通りか？
③「49日以下」「50日～」で乳脂肪4.5以上、乳蛋
白3.0以下の牛がないか？
④「49日以下」「50日～」で体細胞数が高くない
か？
これらに当てはまる場合、エネルギーが足りず、

体脂肪を動員している可能性（＝周産期病のおそ
れ）があります。その後の繁殖管理にも悪影響を
及ぼすので、原因を発見し対策を考える必要があ
ります。詳しくは普及センターまでお問い合わせ
下さい。

図３　検定日乳量階層（検定成績表（牛群））

図２　繁殖管理（検定成績表（牛群））

図１　分娩間隔（検定成績表（牛群））
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飲酒運転＝犯罪�
平成１７年中の飲酒運転逮捕者�

イコール�

2日間で5人死亡�
　年明け早々、飲酒運転に絡む事故が多発し、５人の方が亡くなっています。�
　過去３か年の１月中の飲酒運転に絡む事故死者は６人ですが、今年は、元旦、
２日の両日で、死者５人と異常な状態となっております。�
　職場、地域、家庭等で「飲酒運転をしない、させない」を徹底しましょう。�

　年明け早々、飲酒運転に絡む事故が多発し、５人の方が亡くなっています。�
　過去３か年の１月中の飲酒運転に絡む事故死者は６人ですが、今年は、元旦、
２日の両日で、死者５人と異常な状態となっております。�
　職場、地域、家庭等で「飲酒運転をしない、させない」を徹底しましょう。�

飲酒運転＝犯罪�
平成１７年中の飲酒運転逮捕者�

イコール�

○酒気帯び運転�
　１年以下の懲役又は30万円以下の罰金�
�

○酒酔い運転�
　３年以下の懲役又は50万円以下の罰金�
�

○飲酒検知拒否�
　30万円以下の罰金�
�

○酒に酔った状態で人身事故を起こすと�
　危険運転致死傷罪�
　※危険運転致傷　15年以下の懲役�

　※危険運転致死　１年以上の有期懲役�
�

○自分で運転しなくても�
　　運転する人に酒を飲ませた人�

　　飲酒した人に運転させた人�

　等も運転者同様に処罰され、免許取消や免許

停止の処分を受けることになります。�

歩行者・自転車の安全ポイント！�
～歩行・自転車乗車中の死者100人、うち高齢者が67人～�

○用件は早く済ませ、明るいうちに�
　帰宅する�
○夜間外出する時は、夜光反射材を�
　身に付ける�
○信号機や横断歩道のあるところを�
　横断する�

運転者の安全ポイント！�
～高齢運転者による死亡事故は52人～�
（高齢運転者自身の事故を含む）�

○身体機能の衰えを自覚し、余裕の�
　ある運転をする�
○交差点では必ず減速し、安全確認�
　を徹底する�
○夕暮れ、夜間、降雨時の運転はで�
　きるだけ控える�

７０歳を過ぎると�
事故を起こす�
危険性が増大！�

７０歳を過ぎると�
事故を起こす�
危険性が増大！�

全死者100人�

高齢者�
67人�

平成17年中�

0

5

10

15

20

25

30

65～�
69歳�

70～�
74歳�

75歳�
以上�

8人�

23人�

8人�

23人�
21人�

なんと�

473人�
です。�

なんと�

473人�
です。�

なんと�

473人�
です。�
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困ったときは、お早めに下記の相談窓口へ
中標津町消費者協会　電話0153-73-3111 内218（役場内）
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き
り
と
り
線�

きりとり線�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

住　所�

氏　名�

ＴＥＬ�

答え�
A B C D E

1

10 11 12

32

6 7 8 9

18 191716

13 14 15

20 21 22

27

23 24

4 6

2625

D

B

C

A

E

クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、企画　

課までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成18年２月15日まで

当選者の発表は「けねべつ」３月号誌上

クロスワードパズル12・１月号の答え�

クリスマス�
大矢根礼実さん　新井由美子さん�
滝本五四子さん　西丸　重吉さん�
小原喜美恵さん　　　　　　　　　　�

カガミモチ�
一木千代子さん　遠藤　　守さん�
柵木　知也さん　漆原ミチ子さん�
河本　　聖さん　　　　　　　　　　�

  抽選の結果下記の方が当選いたしました。すてきなプレゼントを差し上げます。�
企画振興係でお受け取り下さい。�

�12月号の答え� 1月号の答え�

あ
と
が
き

二
月
に
入
り
、
寒
さ
も
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
時
よ
り
降

り
続
く
雪
や
風
に
脅
か
せ
な
が
ら
、
除
雪
作
業
な
ど
に
も
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
先
月
開
催
さ
れ
た
次
期
生
乳
安
定
生
産
対
策
説
明
会
で
は
、
組
合
員
の

皆
様
も
新
年
度
に
向
け
て
の
大
き
な
選
択
を
迫
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
月

末
日
に
は
、
と
り
ま
と
め
が
終
了
し
、
農
協
や
道
酪
対
な
ど
で
は
集
計
作
業
に
追

わ
れ
る
日
々
が
続
き
、
今
後
の
対
策
方
針
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
協
内
部
に
お
い
て
も
厳
し
い
酪
農
情
勢
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
各
種

事
業
の
見
直
し
や
経
費
の
削
減
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
七
次
中
長
期
計

画
に
つ
い
て
も
十
八
年
度
が
基
準
年
と
な
り
、
地
域
農
業
や
農
協
の
発
展
を
目
指

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
積
極
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

新
年
早
々
明
る
い
話
題
が
少
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
体
が
資
本
の
酪
農
産

業
で
す
か
ら
、
健
康
管
理
や
交
通
事
故
に
は
十
分
注
意
さ
れ
、
病
気
や
怪
我
な
ど

と
は
無
縁
の
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

【タテのカギ】
１　本物ではない
２　電力の単位
３　千手、マリア、馬頭
４　アイロンで伸ばす
５　コットン
７　女性用のシャツ
９　大名の家臣の最高責任者
11 椅子やスツール
13 神社の社殿
15 ひとつしかないこと
17 地域や店では味はさまざ

ま
19 ハワイの花の首飾り
21 じっくり煮込む時の火加

減
22 スノーマンとは、雪でで

きたこれのこと

【ヨコのカギ】
１　ガーデン
３　おでんにつける香辛料
６　明日は立春
８　みそ汁の具にも使う海藻
10 大事にしている貴重なもの
12 「○○より証拠」
14 ミカンの代表的な品種
16 ○○○干し
18 ボートのオール
20 マニュアル車の第１速
21 北海道札幌のこの建物は

有名
23 出口を探してうろうろす

る道
24 やかんや鍋の取っ手
25 英語の１
26 最下位
27 これを見ると鳩は喜び、

鬼は逃げる

15
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発行日／平成18年２月１日

〝あしあと〟
昨年10月30日、高橋節郎前組合長が自分史

〝あしあと〟を発行した。本書は、自らの生

い立ちから酪農学園との出会い、さらに組合

長として農協運動へ情熱を燃やした35年間の

ことが記されていました。とても興味深い内

容で当時を思わせる一冊です。非売品ではあ

りますが何かの機会に是非一度読んでみては

いかがですか？

一
月
も
終
わ
り
、
早
二
月
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
次
年
度

牛
乳
生
産
に
向
け
て
の
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。
従
来
で
あ
れ

ば
、
こ
の
時
期
は
次
年
度
加
工
原
料
乳
の
補
給
金
単
価
、
関
連
対
策

の
要
請
に
向
け
て
力
を
注
い
で
い
る
筈
で
す
が
、
今
は
減
産
に
向
け

て
の
決
断
に
悩
み
、
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
生
産
枠
が
あ
る
の
か
、

先
行
き
の
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
生
産
者
の
皆
様
に
二
つ
の
生
産
タ
イ
プ
を
選
択
し
て
頂
き

ま
し
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
タ
イ
プ
が
五
％
前
後
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
全

道
的
に
も
一
割
に
満
た
な
い
状
況
が
予
想
さ
れ
、
今
後
の
新
た
な
対

応
、
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
減

産
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
全
道
酪
農
家
の
苦
悩
が
尽
き
な
い
毎

日
を
考
え
る
と
、
最
良
の
方
法
に
よ
り
一
致
団
結
し
て
の
取
り
組
み

が
不
可
欠
で
す
。

又
、
昨
年
末
に
今
年
度
の
営
農
計
画
を
立
て
て
現
在
進
行
中
で
す

が
、
生
産
乳
量
が
変
わ
り
ま
す
と
再
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
当

面
は
、
計
画
に
沿
っ
た
営
農
を
続
け
て
頂
き
ま
す
が
、
変
わ
ら
な
い

の
は
、
酪
農
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
事
を
深
刻
に
受
け
止
め
、

よ
り
一
層
の
経
費
削
減
、
改
善
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
生

活
面
で
も
家
族
皆
様
が
話
し
合
い
の
上
で
、
長
期
的
な
生
活
設
計
を

立
て
な
が
ら
、
身
の
丈
に
応
じ
た
生
活
面
で
の
改
善
も
心
掛
け
て
、

こ
の
難
局
を
切
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

纐
纈
　
成
喜


